第26回　施設処遇検討会議　議事録　H22.12.20

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：上平ユリ子・小坂和子小笠原嘉紀

・須々田珠実・馬渕豊子

（ 欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M長谷部S.G.M
中村文洋・木村春子）

記　録：馬渕　豊子
議題

１：小向　武雄様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：藤村　翔様　　（青山荘入所者様）の処遇について

１：小向　武雄様　（青風荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　合併症　狂心症

＜問題点・介入方法＞

①　日常生活全般に声掛け・見守り

保清について

　→洗顔雑さある、髭剃りは剃り残し、入浴洗い残し等きちんと行う事が苦手とし加減良くやれていない事が多い為、あらゆる場面で見守りが必要。

着替えも服装に気づかう事までには至らず、声掛けを必要としている。

自室整理と洗濯の仕分け

掃除・洗濯

→掃除、掃除機で自室をかけるが見落とし床全体にかける事が出来ていない為介入。洗濯は自発的に行うが、より分け方が難しい事があり清潔な物まで洗濯する。衣類整理も介入している。

②　高齢による機能低下
→合併症は狭心症もあるが、際立った症状は見られていない。通常の生活をしている。

　身体機能では歩行時足取りが不安定で顔を下に向けて視線も足元を見る傾向にある為、ドアにぶつかる、つまづき転倒する危険性もあるので、見守り、付き添う事もある。

　　身体不良があった際に訴えがない事もある為、日頃から介入し、観察体調確認を促していく。

③　食事

→事の際に多量に口の中に入れて次々食べようとするため、声掛けしている。通常では食べないと思われるバナナ、メロンの過食部分以外やぶどうのつるをかじる等適正ではない事が見られるため声掛けしているが「はいはい」と言うも理解しての返答ではない事がある。

＜評価＞

　・様々な場面において見守りや声掛けが必要とされる。自分から行おうとする意志もある為その部分は尊重して、できるだけ自分で行なって頂き、スタッフ介入が必要な場面とのすみわけをしながら、介入場面の適切化を図る。

２：　藤村　翔様（入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

＜問題点・介入方法＞

①　病状・幻聴・服薬管理

→　デイケア通所は月、水、木と定期に通所でき、無断で欠席する事もない。

　プログラムの間、他者との会話も少ない事あり、一人廊下を歩き、その際に「黙れ、殴ってやる」と怒り口調の独語がきかれている。他者からは恐いという印象で伝わる事みられる。

→　本人様は他者視線には気づきが出来ていない為、不調時の振り返りを行う事に介入している。

　幻聴に関して本人は自覚あり、聴こえてきている事は認めている。現実と幻聴の区別はついていると説明する。ただし、良い幻聴は聞いていると返答するため、内容を傾聴している。

→　風邪症状での鼻水、頭痛を精神病症状と同じなのかと尋ねることがある。バイタルを行い、発熱がない事を確認して風邪とは違う症状を説明している。

→服薬は5月からチェック表使用し自己管理で服用。今のところ誤薬などなく定時に服用できている。

　自宅外泊した際も保護者に確認して頂き、上記同様にきちんと定時に服薬してでき評価している。

②　他者交流と日中活動

→　日中活動はデイケア利用でスケジュールどおり月、水、木の週3回通所できている。

　他者交流では、デイケアプログラムで話し合いに参加もでき書記を担当するなど役割分担も行う

になって来て少しずつ、変化が見られている。帰荘時に青山荘スタッフに報告している。

→　休日青山荘内では、カラオケに率先して参加して他者と楽しむ　

③　自宅外出泊時バス利用・家族

→　バス利用を勧めている。これまでは、家族様の送迎だが、今後必要に応じて外出泊を円滑に行い、定期外来受診など、自発的に行える事を増やす意味において提案している。保護者様からは了解頂いている。

→　家族関係は祖母、母様とは良く会話して良好にされている。父様との会話が話題も少なく、会話が途切れてしまうとのこと。さらに子どもの頃に厳しくしつけられたという印象と弟様への関わりの違いがあると話していて、父様の考えがいつも優先されていて自分に対して接し方が上手くできていないと発言している。徐々に本人の気持ちを整理して係わり方の糸口と認識の違いでも会話が成立する事への理解を促していく。

＜評価＞

　　病気理解への促しと体調不良時の自己判断や解釈の考え違いを傾聴しながら介入して、修正必要な内容や捉え方、より良い表現を体得できるように指導する。

　　デイケア通所週3回通所は評価している。それ以外の日の休日は入浴日で設定しているが火曜日、金曜日の2回入っているから良いと自分で決め付けている。体臭や保清面から入浴回数を増やす事や夏には必要に応じて入浴できるほうが良い事促しているが変更する事に抵抗感がある。必要時への対応が臨機応変に行えるよう指導する。

　　バス利用は計画を立案して、不安と訴えている松園から八戸駅までの区間の支援をメインに行い障害者手帳使用で乗車する事を勧めていく。







